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テ
［
手
］
と
そ
の
周
辺

蜂

矢

真

郷

一

テ
［
手
］
と
そ
れ
に
連
関
す
る
い
く
つ
か
の
語
に
つ
い
て
、
上
代
を
中
心
と
す
る
例
を
挙
げ
て
述
べ
る
。

　

梯はし
立たて
の
倉くら
椅はし
山やま
を
嶮さが
し
み
と
岩いは
懸か
き
か
ね
て
我わ
が
手て
取と
ら
す
も
〈
和
賀
弖
登
良
須
母
〉（
記
仁
徳
・
六
九
）

　

…
…
妹いも
が
手て
を
〈
伊
慕
我
堤
嗚
〉
我われ
に
巻ま
か
し
め 
我わ
が
手て
を
ば
〈
倭
我
堤
嗚
麼
〉
妹いも
に
巻ま
か
し
め
…
…
（
継
体
紀
・
九
六
）

テ
［
手
］
は
、
被
覆
形
タ
［
手
］
に
対
す
る
露
出
形
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
は
「
①
手
。

タ
は
そ
の
交
替
形
。」「
②
負
傷
。
受
け
た
傷
。」
と
あ
る
。
タ
［
手
］
の
例
は
、
後
に
第
二
節
に
挙
げ
る
。

　

イ
タ
テ［
痛
手
］　

振ふる
熊くま
が
痛いた
手て
負お
は
ず
は〈
伊
多
弖
淤
波
受
波
〉
鳰にほ
鳥どり
の
淡あふ
み海

の
海うみ
に
潜かづ
き
せ
な
わ（
記
神
功
・
三
八
）
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は
、 「
重
い
て
き
ず
。
重
傷
。」（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』）
と
さ
れ
、 「
②
負
傷
。
受
け
た
傷
。」
の
例
に
な
る
。
テ

［
手
］ 

が
傷
の
意
を
も
表
す
の
は
、 

手
が
傷
を
受
け
や
す
い
場
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
は
、 「《
手

（
攻
撃
） 
を
加
え
る
こ
と
の
意
か
ら
》」
と
あ
る
が
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

中
古
以
降
、
テ
［
手
］
は
さ
ら
に
広
い
意
味
に
用
い
ら
れ
る
が
、
省
略
す
る
。

他
方
、
道
の
意
の
テ
［
道
］
は
、「
手
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

　

ナ
ガ
テ
［
長
道
］　

君
が
行ゆ
く
道
の
長なが
手て
を
〈
道
乃
奈
我
弖
乎
〉
繰く
り
畳たゝ
ね
焼や
き
滅ほろ
ぼ
さ
む
天あめ
の
火
も
が
も
（
萬
三
七

　

二三七
四
六四
）　

ぬ
ば
た
ま
の
昨（き
そ
）夜は

帰
し
つ
今
（
こ
よ
ひ
）

夜
さ
へ
我
を
帰
す
な
道
の
長
手
を
〈
路
之
長
手
呼
〉（
萬
七
八　七
八
四一
）

な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
ナ
ガ
テ
［
長
道
］
は
ナ
ガ
チ
［
長
路
］「
天あま
離ざか
る
鄙ひな
の
長なが
道
を
〈
比
奈
乃
奈
我
道
乎
〉
恋こ
ひ
来く
れ
ば

明あか
し石

の
門
よ
り
家いへ
の
あ
た
り
見
ゆ
」（
萬
三
六
○三六
三
〇八
）
と
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
、
テ
［
道
］
は
チ
［
路
］｢

岐
（
略
）
道
別
也　

知
万
太
」（
新
撰
字
鏡
）
と
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
方
向
を
表
す
接
尾
語
テ
［
方
］
も
、「
手
」
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、

　

ウ
シ
ロ
デ［
後
方
］　

…
…
木こ
幡はた
の
道みち
に
逢あ
は
し
し
嬢をと
め子 

後
う
し
ろ

手で
は〈
宇
斯
呂
傳
波
〉小を
楯だて
ろ
か
も
…
…（
記
応
神
・
四
二
）

な
ど
の
例
が
あ
る
が
、 

こ
れ
も
接
尾
語
チ［
方
］ ｢

日くさ
下か
部べ
の
此こ
方ち
の
山やま
と 

〈
許
知
能
夜
麻
登
〉
畳
た
ゝ
み

薦こも
平へ
群ぐり
の
山やま
の
…｣ 

（
記

雄
略
・
九
一九〇
）
と
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
接
尾
語
テ
［
方
］
は
テ
［
道
］
の
接
尾
語
化
し
た
も
の
と
、
接
尾
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語
チ
［
方
］
は
チ
［
路
］
の
接
尾
語
化
し
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
）
（
（

。

と
こ
ろ
で
、
テ
［
手
］
と
、
こ
れ
ら
テ
［
道
］・
テ
［
方
］
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
テ
［
方
］
は
行
く
道
の
方
向

を
表
す
と
見
ら
れ
る
が
、
手
で
そ
の
方
向
を
指
し
示
す
と
見
て
両
者
を
関
連
づ
け
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
類
聚
名
義
抄
に

　

テ　

手
テ
（
平
）（
観
仏
下
本
三
八[

20
ウ]

）

　

チ
マ
タ　

街
チ
マ
タ
（
上
上
上
）（
高
24
オ
）

と
あ
り
、
テ
［
手
］
は
平
声
、
テ
［
道
］
と
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
チ
［
路
］
は
上
声
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
の
で
、

金
田
一
法
則
）
2
（

に
よ
り
別
語
と
と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二

テ
［
手
］
の
被
覆
形
タ
［
手
］
は
、
基
本
的
に
複
合
語
の
前
項
と
し
て
用
い
ら
れ
、
名
詞
（
居
体
言
、
す
な
わ
ち
動
詞
連
用

形
が
名
詞
化
し
た
も
の
、
を
含
む
）
を
下
に
伴
う
例
、
連
体
の
格
助
詞
ナ
を
介
し
て
名
詞
を
下
に
伴
う
例
、
動
詞
を
下
に
伴
う

例
が
見
え
る
。
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ま
ず
、
タ
［
手
］
＋
名
詞
（
居
体
言
を
含
む
）
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

タ
マ
ク
ラ
［
手
枕
］　

…
…
う
ち
行ゆ
き
て
妹
が
手た
枕
ま
く
ら

〈
妹
我
多
麻
久
良
〉
さ
し
交か
へ
て
寝ね
て
も
来こ
ま
し
を
…
…
（
萬
三

九
七四〇
〇
二八
）

タ
モ
ト
［
手
本
］　

…
…
娘をと
め子

ら
が
娘をと
め子

さ
び
す
と 

韓から
玉たま
を
手た
本もと
に
巻ま
か
し
〈
多
母
等
尓
麻
可
志
〉
…
…
（
萬
八
○　八
〇
八四
）

タ
ツ
カ
ヅ
ヱ　

…
…
手た
束つか
杖づゑ
〈
多
都
可
豆
恵
〉
腰こし
に
た
が
ね
て 

か
行ゆ
け
ば
人ひと
に
厭いと
は
え 

か
く
行ゆ
け
ば
人ひ

と
に
憎にく
ま
え

…
…
（
同
）

　

タ
ク
ジ
リ
［
手
抉
］　

造　（
二
）作
八
十
平
瓮 

天
手
抉
八
十
枚
手
抉
此
云

多
衢
餌
離
嚴
瓮　（
一
）（
神
武
前
紀
）

　

タ
ノ
ゴ
ヒ
［
手
巾
］　

手
巾　

修
復
山
陵
故
事
云 

白
紵
手（―
巾―）廿
枚
手
（
―

巾―）和
名

太
乃
古
比
（
和
名
抄
・
廿
巻
本
十
四
）

タ
ム
ケ
［
手
向
］ 

恐
か
し
こ

み
と
告の
ら
ず
あ
り
し
を
み
越こし
路ぢ
の
手た
向むけ
に
立た
ち
て
〈
多
武
氣
尓
多
知
弖
〉
妹いも
が
名
告の
り
つ
（
萬

三
七
三三七
五
二○
）

右
の
う
ち
、
タ
モ
ト
［
手
本
］
は
、
や
や
下
っ
て
、
タ
モ
ト
［
手
本
］
を
覆
う
衣
類
の
部
分
を
表
す
と
こ
ろ
の

　

タ
モ
ト
［
袂
］　

秋
の
野
の
草
の
た
も
と
か
花
す
す
き
ほ
に
い
で
て
ま
ね
く
袖
と
見
ゆ
ら
む
（
古
今
二
四
三
）

と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
タ
ツ
カ
ヅ
ヱ
は
、
手
で
つ
か
む
杖
の
意
で
、〔
タ
［
手
］
＋
ツ
カ
［
束]

〕
＋
ツ
ヱ
［
杖
］
の
構
成
と
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見
ら
れ
る
。
ま
た
、
タ
ク
ジ
リ
［
手
抉
］・
タ
ノ
ゴ
ヒ
［
手
巾
］・
タ
ム
ケ
［
手
向
］
は
、
居
体
言
を
下
に
伴
う
例
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
タ
ム
ケ
［
手
向
］
は
、
神
仏
に
物
を
捧
げ
て
、
特
に
道
中
の
無
事
を
祈
る
こ
と
を
表
す
が
、
タ
ム
ケ
す
る
場
所
、
す

な
わ
ち
、
峠
の
意
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
タ
［
手
］
＋
ナ
〔
連
体
〕
＋
名
詞
の
例
を
挙
げ
る
。

　

タ
ナ
ゴ
コ
ロ　

掌　

四
声
字
苑
云 

掌
（
―
） （
略
） 

和
名
太
那
古
〻
路

紀
私
記
云
手
掌
太
奈
曽
古  

日
本

　
　

手
心
也
（
和
名
抄
・
十
巻
本
二
）

　

タ
ナ
ス
ヱ
［
手
端
・
手
末
］　

是
以 

有　（
二
）手
端
吉
棄
物 

足
端
凶
棄
物　（
一
）（
略
）
手
端
吉
棄 

此
云　（
二
）多
那
須
衛
能
余
之
岐

　
　
　

羅
毗　（
一
）（
神
代
紀
上
）

　

タ
ナ
ソ 

コ
［
手
掌
・
掌
］　

手
掌
憀
亮
手
掌
憀
亮
此
云
陁
那

則
擧
謀
耶
羅
〻
儞　

拍
上
賜
（
顕
宗
前
紀
）

右
の
う
ち
、
タ
ナ
ゴ
コ
ロ
（
和
名
抄
）
の
例
に
見
え
る
タ
ナ
ソ
コ
「
太
奈
曽
古
」
は
、
右
の
タ
ナ
ソ
コ
（
顕
宗
前
紀
）
の
例

に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
タ
［
手
］
＋
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
。

　

タ
ス
ク
［
助
］　

…
…
天
地
の
神
相あひ
う
づ
な
ひ 

皇
（
す
め
ろ
き
）

祖
の
み
霊
助たす
け
て
〈
御
霊
多
須
氣
弖
〉
…
…
（
萬
四
○
九四一
一
八四
）

　

タ
ヅ
ク
ル　

大やま
と和

の
忍おし
の
広ひろ
瀬せ
を
渡わた
ら
む
と
足あ
結よひ
手た
作づく
り
〈
阿
庸
比
陁
豆
矩
梨
〉
腰こし
作つく
ら
ふ
も
（
皇
極
紀
・
一
○
六
）

　

タ
ニ
ギ
ル
［
手
握
］　

…
…
剣
つ
る
ぎ

大た
刀ち
腰こし
に
取と
り
佩は
き 

さ
つ
弓ゆみ
を
手た
握にぎ
り
持も
ち
て
〈
多
尓
伎
利
物
知
提
〉
…
…
（
萬
八
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○　八
〇
八四
）

　

タ
バ
サ
ム
［
手
挾
・
手
插
］　

…
…
梓
弓
八
つ
手た
挾ばさ
み
〈
八
多
婆
佐
弥
〉
ひ
め
鏑
か
ぶ
ら

八
つ
手た
挾ばさ
み
〈
八
多
婆
佐
弥
〉
…
…
（
萬

　
　
　

三
八
八三九
〇
七五
）

　

タ
ヲ
ル
［
手
折
］　

秋あき
の
野の
に
露つゆ
負お
へ
る
萩はぎ
を
手た
折を
ら
ず
て
〈
多
乎
良
受
弖
〉
あ
た
ら
盛さか
り
を
過す
ぐ
し
て
む
と
か
（
萬

　
　
　

四
三
一四三
四
二八
）

こ
れ
ら
が
表
す
動
作
は
、
い
ず
れ
も
手
で
行
う
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

右
の
う
ち
、
タ
ス
ク
［
助
］
は
、「
助ス
ク
に
接
頭
語
タ
が
つ
い
た
も
の
。」（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』）
と
さ
れ
て
、

タ
ス
ク
［
助
］
の
タ
を
タ
［
手
］
で
は
な
く
接
頭
辞
タ
と
見
る
と
ら
え
方
も
あ
り
、
い
ず
れ
と
見
る
の
が
よ
い
か
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

そ
れ
で
、
接
頭
辞
タ
＋
動
詞
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

タ
バ
カ
ル
［
慮
・
計
］　

今
時
深
智
人 

神
功
二［亦
罕
］宇　（

レ
）測
〈
測
太
波

加
利
〉（
霊
異
記
・
上
序
・
興
福
寺
本
）

　

タ
バ
シ
ル
［
激
］　

霜
の
上
に
あ
ら
れ
た
走ばし
り
〈
安
良
礼
多
婆
之
里
〉
い
や
増ま
し
に
我あれ
は
参ま
ゐ
来こ
む
年
の
緒
長なが
く
（
萬

　
　
　

四
二
九四三
二
二八
）

　

タ
モ
ツ
［
有
・
存
］　

能
ク
勝
位
に
し
て
永
ク
安
寧
な
る
を
保タモ
タ
令シ　
メ
、（
西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
・
春
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日
政
治
氏
釈
文
）

　

タ
モ
ト
ホ
ル
［
廻
］　

…
…
渋しぶ
谿たに
の
崎さき
た
も
と
ほ
り
〈
佐
吉
多
母
登
保
理
〉
松まつ
田だ
江え
の
長なが
浜はま
過す
ぎ
て
…
…
（
萬
三
九

　
　
　

九四〇
一
五一
）

こ
れ
ら
が
表
す
動
作
は
、
タ
モ
ツ
［
有
・
存
］
を
暫
く
別
に
し
て
、
手
で
行
う
こ
と
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
別
に
す
る
タ

モ
ツ
［
有
・
存
］
は
、
そ
の
タ
を
タ
［
手
］
と
見
る
、
す
な
わ
ち
、
本
来
、
手
で
持
つ
こ
と
を
表
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い

で
は
な
い
。

ま
た
、
接
頭
辞
タ
＋
形
容
詞
の
例
も
あ
る
。

　

タ
ド
ホ
シ　

…
…
玉たま
鉾ほこ
の
道
を
た
遠どほ
み
〈
道
乎
多
騰
保
美
〉
山
川
の
隔へな
り
て
あ
れ
ば
…
…
（
萬
三
九
五三九
七
九七
）

　

タ
フ
ト
シ
［
貴
・
尊
］　

赤あか
玉だま
は
緒を
さ
へ
光ひか
れ
ど
白しら
玉たま
の
君きみ
が
装
よ
そ
ひし

貴
た
ふ
とく

あ
り
け
り
〈
多
布
斗
久
阿
理

理
〉（
記

　
　
　

神
代
・
七
）

　

タ
ヤ
ス
シ
［
輙
］　

言
に
言
へ
ば
耳みゝ
に
た
や
す
し
〈
三
〻
二
田
八
酢
四
〉
す
く
な
く
も
心
の
中
に
我
が
思
は
な
く
に（
萬

　
　
　

二
五
八二五
一八六
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
形
容
詞
に
上
接
す
る
タ
が
タ
［
手
］
で
あ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
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タ
ヨ
ワ
シ　

岩
戸
割
る
手
力
も
が
も
手
弱
き
〈
手
弱
寸
〉
女
に
し
あ
れ
ば
す
べ
の
知
ら
な
く
（
萬
四
一　四
二
二九
）

は
、「〈
手
弱
寸
〉」
の
よ
う
に
「
手
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
接
頭
辞
タ
と
見
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
に
、
類
聚
名
義
抄
を
見
る
と
、
タ
［
手
］
は
、

　

タ
ノ
ゴ
ヒ　

手
巾
太
能
古
比
（
平
平
上
平
）（
図
二
七
七
）

　

タ
ム
ケ
ノ
カ
ミ　

道
神
（
―
）タ
ム
ケ
ノ
カ
ミ
（
平
平
平
○
○
○
）（
観
法
下
一[

２
オ]

）

　

タ
ナ
ソ
コ　

掌
タ
ナ
ソ
コ
（
平
平
上
平
）（
観
仏
下
本
三
八[

20
ウ]

）

の
よ
う
に
平
声
で
あ
り
、
接
頭
辞
タ
は
、

　

タ
バ
カ
ル　

タ
バ
カ
ル
（
上
上
上
平
）（
観
仏
下
本
四
○[

2（
ウ]

）

　

タ
モ
ツ　

域
タ
モ
ツ
（
上
上
平
）（
図
二
二
八
）

　

タ
フ
ト
シ　

貴
タ
フ
ト
シブ
（
上
上
上
○平
）（
高
40
オ
）

　

タ
ヤ
ス
シ　

易
タ
ヤ
ス
シク
（
上
上
○
○

○

）（
観
仏
中
九
○[

46
ウ]
）

の
よ
う
に
上
声
で
あ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
（
（

。
そ
し
て
、
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タ
ス
ク　

忱
多
須
久
（
平
平
上
）（
図
二
七
三
）

の
よ
う
に
、
タ
ス
ク
［
助
］
の
タ
は
平
声
で
あ
る
の
で
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、

タ
ス
ク
［
助
］
の
タ
は
タ
［
手
］
と
見
る
の
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
タ
モ
ツ
［
有
・
存
］
の
タ
は
上
声
で
あ
る
の
で
、

タ
［
手
］
と
見
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
接
頭
辞
タ
と
見
る
の
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。

と
す
る
と
、
下
っ
て
鎌
倉
時
代
以
降
に
見
え
る

　

テ
ダ
ス
ケ
［
手
助
］ 

一
人
御
て
た
す
け
の
た
め
に
ま
い
［
ゐ
］る

べ
き
よ
し
仰
下
さ
る
（
は
る
の
み
や
ま
ぢ
〔
飛
鳥
井
雅
有
〕・
弘
安

　
　
　

三
年
八
月
廿
六
日
）

は
、 

タ
ス
ク 

［
助
］ 

の
表
す
意
味
が
手
で
行
う
動
作
の
他
に
も
拡
大
し
、 

タ
ス
ケ
の
タ
が
タ 

［
手
］ 

で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
な
く

な
っ
て
、
手
で
行
う
動
作
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
さ
ら
に
テ
［
手
］
を
上
に
伴
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
4
（

。

　

タ
ナ
ビ
ク
［
棚
引
］　

後おく
れ
居
て
我
は
や
恋
ひ
む
春
霞
た
な
び
く
山
を
〈
多
奈
妣
久
山
乎
〉
君
が
越
え
去
な
ば
（
萬
一
七

　
　
　

七一七
七
五一
）　

こ
こ
に
し
て
家
や
も
い
づ
ち
白
雲
の
た
な
び
く
山
を
〈
棚
引
山
乎
〉
越
え
て
来
に
け
り
（
萬
二
八　二
九
〇七
）

は
、 

接
頭
辞
タ
＋
ナ
ビ
ク 

［
靡
］ ｢

稲いな
筵
む
し
ろ

川かは
副そひ
柳
や
な
ぎ

水みづ
行ゆ
け
ば
靡なび
き
起お
き
立た
ち 

〈
儺
弭
企
於
己
陁
智
〉 

そ
の
根ね
は
失う
せ
ず｣

（
顕
宗
前
紀
・
八
三
）
の
構
成
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、
タ
ナ
グ
モ
ル
「
噎
（
略
）
太
奈
久
毛
礼
利 

又
久
留 

又
久
毛
利
天
風
吹
」（
新
撰
字
鏡
・
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享
和
本
）・
ト 

ノ
グ
モ
ル
「
こ
の
見み
ゆ
る
雲くも
ほ
び
こ
り
て
と
の
曇ぐも
り
〈
等
能
具
毛
理
〉
雨あめ
も
降ふ
ら
ぬ
か
心
こ
こ
ろ

足だ
ら
ひ
に
」（
萬
四

一
二四一
四
七三
）の
よ
う
な
、 

一
面
に
の
意
の
接
頭
語
タ
ナ
・
ト	

ノ
が
あ
る
の
で
、 

接
頭
語
タ
ナ
＋
ヒ
ク［
引
］ ｢

…
白しろ
た
へ
の
袖そで
折を
り

返かへ
し
紅
く
れ
な
ゐ
の
赤あか
裳も
裾すそ
引び
き
〈
安
可
毛
須
蘇
妣
伎
〉
…
」（
萬
三
九
七三九
九
六三
） 

の
構
成
と
見
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
と
見

る
の
が
よ
い
か
で
あ
る
が
、

　

ト	

ノ
ビ
ク　

大おほ
君きみ
の
命
み
こ
と

恐
か
し
こ

み
青あを
雲くむ
の
と
の
び
く
山やま
を
〈
等
能
妣
久
夜
麻
乎
〉
越こ
よ
て
来き
ぬ
か
む
（
萬
四
四
○四四

　
　

三二六
・
防
人
歌
）

の
例
が
あ
る
の
で
、
後
者
の
構
成
と
見
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
類
聚
名
義
抄
の
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
て
も
、

　

タ
ナ
ビ
ク　

藹
タ
ナ
ビ
ク
（
上
上
上
○
）（
観
僧
上
二
七[

（5
オ]

）

　

ナ
ビ
ク　

弭
ナ
ビ
ク
（
平
平
上
）（
観
仏
中
五[
４
オ]

）

　

ヒ
ク　

引
ヒ
ク
（
上
平
）（
高
42
オ
）

の
よ
う
で
あ
る
の
で
、 

タ
ナ
ビ
ク
（
上
上
上
○
）
は
、 

タ
（
上
）
＋
ナ
ビ
ク
（
平
平
上
）
と
見
る
よ
り
、 

タ
ナ
（
上
上
か
）
＋
ヒ
ク

（
上
平
）
と
見
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 
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三

　

ト
ル
［
取
・
執
・
捕
］　

ち
は
や
ぶ
る
宇
治ぢ
の
渡わた
り
に
棹さを
取と
り
に
〈
佐
袁
斗
（
甲
）理

邇
〉
速はや
け
む
人
し
我わ
が
仲も
間こ
に
来こ
む
（
記

　
　
　

応
神
・
五
○
）　

雲ひば
り雀

は
天あめ
に
翔かけ
る
高たか
行ゆ
く
や
速はや
総ぶさ
別わけ
鷦さざ
き鷯

取と
ら
さ
ね
〈
佐
耶
岐
登
（
乙
）良

佐
泥
〉（
記
仁
徳
・
六
八
）

　
　
　

略
ト
ル
（
平
上
）（
名
義
抄
・
高
（0（
ウ
）

ト
ル
［
取
・
執
・
捕
］
の
ト
は
、
タ
［
手
］・
テ
［
手
］
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
［
取
・
執
・
捕
］

は
典
型
的
な
手
で
行
う
動
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
類
聚
名
義
抄
に
見
え
る
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
ト
は
平
声
で
あ
る
の
で
、
先

に
見
た
よ
う
に
平
声
で
あ
る
と
こ
ろ
の
タ
［
手
］・
テ
［
手
］
と
母
音
交
替
と
見
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

さ
て
、 

そ
の
ト
は
、 

記
紀
歌
謡
に
お
い
て
も
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
乙
両
例
が
あ
り
、 

右
の
古
事
記
歌
謡
（
五
○
）
の
例
は

「
斗
」 

と
あ
り
甲
類
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
（
六
八
）
の
例
は
「
登
」
と
あ
り
乙
類
で
あ
る
。

ト
（
・
ド
）
の
甲
乙
両
例
が
見
え
る
語
に
、他
に
ト
フ
［
問
・
訪]

・
ト
ク
［
解]

・
ア
ト
［
足
・
跡]

・
タ
ド
キ
［
跡
状
・
態]

・
イ
ト
［
甚
］
な
ど
が
あ
る
。

　

ト
フ
［
問
・
訪
］　

さ
ね
さ
し
相さが
模む
の
小を
野の
に
燃も
ゆ
る
火ひ
の
火ほ
中なか
に
立た
ち
て
問と
ひ
し
君きみ
は
も
〈
斗
（
甲
）比

斯
岐
美
波
母
〉（
記

　
　
　

景
行
・
二
四
）　

相あひ
思おも
は
ず
あ
る
ら
む
君きみ
を
怪あや
し
く
も
嘆なげ
き
渡わた
る
か
人ひと
の
問と
ふ
ま
で
〈
比
登
乃
等
（
乙
）布

麻
泥
〉（
萬
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四
○
七四〇
九
九五
）

　

ト
ク
［
解
］　

万
よ
ろ
づ

代よ
に
心
こ
こ
ろ

は
解と
け
て
〈
許
己
呂
波
刀
（
甲
）氣

氐
〉
我わ
が
背せ
子こ
が
摘つ
み
し
手
見
つ
つ
忍しの
び
か
ね
つ
も
（
萬
三

　
　
　

九
四三九
六
二○
）　

…
…
大た
刀ち
が
緒を
も
未いま
だ
解と
か
ず
て
〈
伊
麻
陁
登
（
乙
）迦

受
弖
〉
襲
お
す
ひ

を
も
未いま
だ
解と
か
ね
ば
〈
伊
麻
陁
登
（
乙
）加

泥

　
　
　
［
婆
］〉
…
…
（
記
神
代
・
二
）

　

ア
ト
［
足
・
跡
］　

…
…
足あと
取と
り
〈
阿
都
（
甲
）圖

唎
〉
端つま
取ど
り
し
て 

枕
ま
く
ら

取と
り
端つま
取ど
り
し
て
…
…
（
継
体
紀
・
九
六
）　

御み

　
　
　

足あ
跡と
作つく
る
〈
美
阿
止
（
乙
）都

久
留
〉
石いし
の
響ひび
き
は
天あめ
に
到いた
り
地つち
さ
へ
揺ゆ
す
れ
父ちゝ
母はゝ
が
た
め
に
諸もろ
人ひと
の
た
め
に
（
仏

　
　
　

足
跡
歌
）
5
（

一
）

　

タ
ド
キ
［
跡
状
・
態
］　

大
舟
の
上うへ
に
し
居
れ
ば
天あま
雲くも
の
た
ど
き
も
知し
ら
ず
〈
多
度
（
甲
）伎

毛
思
良
受
〉
歌
乞
我わ
が
背せ
（
萬

　
　
　

三
八
九三九
一
七八
）　

…
…
た
ま
き
は
る
命
い
の
ち

惜を
し
け
ど 

せ
む
す
べ
の
た
ど
き
を
知し
ら
に
〈
多
騰
（
乙
）伎

乎
之
良
尓
〉
…
…
（
萬
三

　
　
　

九
六三九
八
四二
）

　

イ
ト
［
甚
］　

天
の
川
い
と
川
波
は
〈
伊
刀
（
甲
）河

浪
者
〉
立た
ゝ
ね
ど
も
さ
も
ら
ひ
難
し
近
き
こ
の
瀬
を
（
萬
一
五
二一五
二
八四
）　

春

　
　
　

の
雨
は
い
や
し
き
降
る
に
梅
の
花
い
ま
だ
咲
か
な
く
い
と
若
み
か
も
〈
伊
等
（
乙
）若

美
可
聞
〉（
萬
七
八　七
八
九六
）

ト
フ
［
問
・
訪
］
の
ト
は
、
記
紀
歌
謡
で
は
全
て
甲
類
で
、
萬
葉
集
に
は
両
例
が
見
え
る
の
で
、
本
来
は
甲
類
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ク
［
解
］
の
ト
は
、 

記
紀
歌
謡
で
は
全
て
乙
類
で
、 

萬
葉
集
で
も
ほ
と
ん
ど
は
乙
類
で
あ
る
の

で
、
本
来
は
乙
類
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ア
ト
［
足
・
跡
］
の
ト
は
記
紀
歌
謡
・
萬
葉
集
で
は
甲
類
で
あ
り
、
仏
足
跡
歌
で
は
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乙
類
で
あ
る
の
で
、
本
来
は
甲
類
と
見
ら
れ
る
。
タ
ド
キ
［
跡
状
・
態
］
は
、
タ
［
手
］
＋
ツ
キ
［
付
］
の
構
成
と
見
ら
れ
る

タ
ヅ
キ
［
跡
状
］「
梓
弓
末
の
た
づ
き
は
〈
末
乃
多
頭
吉
波
〉
知
ら
ね
ど
も
心
は
君
に
寄
り
に
し
も
の
を
」（
萬
二
九
八
五
・

一二九
九
八云
）
の
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
ウ
列―

オ
列
甲
類
の
母
音
交
替
の
多
い
）
6
（

こ
と
か
ら
見
て
、
そ
の

ド
は
本
来
は
甲
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ト
［
甚
］
は
、
阪
倉
篤
義
氏
『
語
構
成
の
研
究
）
（
（

』
に
、
甲
乙
両
例
に
意
味
の
差

が
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

今
一
つ
、
場
所
を
表
す
ト
［
処
］
も
甲
乙
両
例
が
あ
る
）
（
（

。
例
え
ば
、
ク
マ
ト
［
隈
処
］｢

葦あし
垣かき
の
隈くま
処と
に
立た
ち
て
〈
久
麻

刀
（
甲
）尓

多
知
弖
〉
我わぎ
も妹

子こ
が
袖そ

で
も
し
ほ
ゝ
に
泣な
き
し
そ
思も
は
ゆ｣

（
萬
四
三
五四三
八
一七
・
防
人
歌
）
の
ト
は
甲
類
で
あ
り
、
ホ
ト
［
陰
・

秀
処
］｢

次
生　（
二
）火
之
夜
藝
速
男
神　（
一
） 

夜
藝
二
字

以
音
也

（
略
）
因　（
レ
）生　（
二
）此
子　（
一
） 

美
蕃
登
（
乙
）此
三
字

以
音

見　（
レ
）炙
而
病
臥
在｣

（
記
神
代
）

の
ト
は
乙
類
で
あ
る
。

な
お
、
ア
ト
［
足
・
跡
］
は
、
ア
［
足
］｢
足あ
の
音おと
せ
ず
〈
安
能
於
登
世
受
〉
行ゆ
か
む
駒こま
も
が
葛かづ
飾しか
の
真ま
間ま
の
継つ
ぎ
橋はし
止や

ま
ず
通かよ
は
む｣

（
萬
三
三
八三四
〇
五七
・
東
歌
）
＋
ト
［
処]
（
前
掲
ク
マ
ト
［
隈
処
］
の
例
）
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
、
ア
ト
の
み

で
足
跡
・
足
下
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
や
や
下
っ
て
、 
ア
シ
ア
ト
［
足
跡
］ 「
水
ノ
北
岸
ニ
盤
石
ノ
上
ニ
佛
ノ
脚アシ
跡アト
有

（
反
）(

リ
）、」

（
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
永
久
四
年
点
・
築
島
裕
氏
釈
文
）
は
、
ア
ト
が
足
跡
に
限
ら
ず
痕
跡
・
遺
跡
・
背
後
・
前
例
お

よ
び
後のち
な
ど
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
と
の
区
別
の
必
要
か
ら
ア
シ
［
足
］
を
上
に
伴
っ
た
も
の
と
と
ら

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
来
は
甲
類
と
見
ら
れ
る
も
の
も
、
本
来
は
乙
類
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
上
代
の
中
で
下
る
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と
甲
乙
両
例
が
見
え
る
も
の
が
多
い
が
、
ト
ル
［
取
・
執
・
捕
］
の
場
合
は
、
記
紀
歌
謡
に
甲
乙
両
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、

本
来
は
甲
類
で
あ
る
と
も
乙
類
で
あ
る
と
も
決
め
に
く
い
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、 

先
に
タ 

［
手
］・
テ
［
手
］
と
ト
ル
［
取
・
執
・
捕
］
の
ト
と
が
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、 

こ
の
交

替
は
、
マ
［
目
］・
メ
［
目
］―

モ
ル
［
守
・
護
］―

ミ
ル
［
見
］
の
母
音
交
替
に
近
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
ミ
ル
［
見
］
に

当
た
る
チ
ル
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
モ
ル
［
守
・
護
］
に
つ
い
て
は
、
後
に
第
四
節
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

四

　

タ
ク
［
手
］　

大
舟
を
荒
海
に
漕
ぎ
出
で
八
舟
た
け
〈
八
船
多
氣
〉
我
が
見
し
児
ら
が
ま
み
は
著
し
も
（
萬
一
二
六一二
七
〇六
） 　

　
　
　

…
…
石
瀬
野
に
馬
だ
き
行ゆ
き
て
〈
馬
太
伎
由
吉
氐
〉
を
ち
こ
ち
に
鳥
踏ふ
み
立
て
…
…
（
萬
四
一
五四一
七
八四
）　

た
け
ば
ぬ
れ
〈
多

　
　
　

氣
婆
奴
礼
〉
た
か
ね
ば
長
き
〈
多
香
根
者
長
寸
〉
妹
が
髪
こ
の
こ
ろ
見
ぬ
に
搔
き
入
れ
つ
ら
む
か
（
萬
一
二
三
）　

振

　
　
　

分
の
髪
を
短
み
青
草
を
髪
に
た
く
ら
む
〈
髪
尓
多
久
濫
〉
妹
を
し
そ
思おも
ふ
（
萬
二
五
四二五
四
五○
）

タ
ク
［
手
］
は
、
船
を
漕
ぐ
意
、
馬
を
操
る
意
、
ま
た
、
髪
を
整
え
る
な
ど
す
る
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
手
で
行
う
動
作
で
あ
り
、 

タ
［
手
］
が
動
詞
化
接
尾
辞
ク
を
伴
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代

編
』
に
は
、｢

髪
タ
ク
・
舟
タ
ク
・
馬
タ
ク
の
三
つ
を
、
も
と
は
同
じ
何
か
手
の
動
作
を
あ
ら
わ
す
語
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
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れ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
り
、 『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
は
、 

合
わ
せ
て
「《
腕
を
働
か
し
て
事
を
す
る
意
》」
と
あ
る
。
舟
タ
ク
・
馬

タ
ク
・
髪
タ
ク
に
限
ら
ず
、
手
を
働
か
せ
て
事
を
行
う
意
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

タ
タ
ク　

…
…
そ
擁だた
き 

〈
曽
陁
多
岐
〉 

擁たゝ
き
抜まな
が
り 

〈
多
〻
岐
麻
那
賀
理
〉 

ま
玉たま
手で
玉た

ま
手で
さ
し
巻ま
き
…
…
（
記
神
代
・

　
　

三
）　

…
…
妹いも
が
手て
を
我われ
に
巻ま
か
し
め 

我われ
が
手て
を
ば
妹いも
に
巻ま
か
し
め 

真ま
栄さき
葛づら
擁たゝ
き
叉あざ
は
り
〈
多
〻
企
阿
蔵
播
梨
〉

　
　

…
… 

（
継
体
紀
・
九
六
）

　

タ
タ
ク
［
叩
］　

門かど
を
た
ゝ
き
て
、
く
ら
も
ち
の
皇み
子こ
お
は
し
た
り
、
と
告つ
ぐ
（
竹
取
物
語
）　

驚　（
二
）彼
沙
門　（
一
） 

叩　（
二
）

　
　

室
戶　（
一
）白
〈
叩
タ
ヽ

キ
テ
〉（
霊
異
記
・
下
十
七
・
真
福
寺
本
） 

タ
タ
ク
（
記
神
代
・
三
、
継
体
紀
・
九
六
）
は
、
叩
く
意
、
手
抱
く
意
、
あ
る
い
は
、
撫
で
る
意
、
抱
擁
す
る
意
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
書
『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
）
（
（

』
に
見
た
よ
う
に
、
タ
タ
ク
［
叩
］

も
含
め
て
、 

タ
ク
［
手
］
の
タ
［
手
］
の
重
複
が
動
詞
化
接
尾
辞
ク
を
伴
っ
た
も
の
と
と
ら
え
、 

タ
ク
［
手
］
の
反
復
（
・
継

続
）
を
表
す
と
考
え
た
い
。

な
お
、
タ
タ
ク
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
マ
ナ
ガ
ル
は
、
マ
ヌ
カ
ル
「
一
切
の
怖
畏
を
脱マヌ 

ルカ
ヽ
こ
と
得
む
。」（
西
大
寺
蔵
金
光

明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
・
春
日
政
治
氏
釈
文
）
と
連
関
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、｢

未
詳
。｣

（『
時
代
別
国

語
大
辞
典
上
代
編
』）
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
ア
ザ
ハ
ル ｢

群
言
紛マカ
ヒ

糺アサ
ハ

リ
テ
異
議

タ
カ
ヒ

ニ
馳ハ　
ス
。｣ 

（
興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記

十
二
平
安
中
期
点
・
曽
田
文
雄
氏
釈
文
）
は
、「
も
つ
れ
あ
う
。
か
ら
み
あ
う
。
交
差
す
る
。」（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』）
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の
意
と
さ
れ
る
。

前
書
に
も
見
た
が
、 

こ
れ
と
は
別
に
、 

タ
タ
ク
を
タ
［
手
］
＋
タ
ク
［
手
］ 

と
と
ら
え
る
説
が
あ
る
。
福
田
良
輔
氏  

「「
ソ
ダ

タ
キ
・
タ
タ
キ
」 

管
見
）
（（
（

」 

が
そ
れ
で
、 ｢｢

タ
タ
ク
」 

は 

「
手た
」 

と
手
を
働
か
す
意
味
の
四
段
活
用
動
詞 

「
タ
ク
」 

と
の
合
成
語

で
あ
っ
て
、 「
手
を
働
か
せ
（
つ
づ
け
）
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、｢

手た
抱むだ
く
」
と
は
意
味
を
異
に
す
る
動
詞
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。
土
橋
寛
氏
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
）
（（
（

』
も
、｢

タ
ク
が
「
手
ク
」
で
あ
る
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
る
と
、
新
た
に
上
に
「
手
」
を
冠
し
て
「
手タ
タ
ク
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
、 

福
田
氏
が
「
撫
で

る
」
意
に
、 

土
橋
氏
が
「
抱
擁
」
の
意
に
解
す
る
と
い
う
差
違
は
あ
る
が
、
タ
タ
ク
を
タ
［
手
］
＋
タ
ク
［
手
］
と
と
ら
え
る

点
で
は
同
様
で
あ
る
。

土
橋
氏
前
掲
書
は
、
マ
モ
ル
［
守
・
護
］｢

…
木こ
の
間ま
も
よ
い
行ゆ
き
目ま
守も
ら
ひ
〈
伊
由
岐
麻
毛
良
比
〉
…｣

（
記
神
武
・
一
四
）

に
対
し
て
、「
モ
ル
は
元
来
（
略
）
見
守
る
意
で
あ
る
が
、
用
法
が
拡
大
さ
れ
て
守
る
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
見

守
る
意
を
表
わ
す
の
に
目
を
添
え
て
「
目マ
守モ
ル
」
と
言
い
、
そ
の
マ
モ
ル
の
用
法
が
ま
た
拡
大
さ
れ
て
守
る
意
味
に
用
い
ら
れ

る
と
、
上
に
見
を
添
え
て
「
見ミ
守マモ
ル
」
と
な
る
。｢
手タ
ク
」
が
「
手タ
タ
ク
」
と
な
る
（
記
３
）
の
と
同
じ
過
程
で
あ
ろ
う
。」

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
マ
モ
ル
［
守
・
護
］
が
、｢

目マ
＝
守モ
ル
の
意
。」（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

メ
［
目
］
の
被
覆
形
マ
［
目
］
＋
モ
ル
［
守
・
護
］｢

筑
波
嶺ね
の
を
て
も
こ
の
も
に
守もり
部へ
す
ゑ
〈
毛
利
敝
須
恵
〉
母はは
い
守も
れ
ど

も
〈
波
播
已
毛
礼
杼
母
〉
魂たま
そ
合あ
ひ
に
け
る
」（
萬
三
三
九三四
一
一三
・
東
歌
）
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、

タ
タ
ク
を
タ
［
手
］
＋
タ
ク
［
手
］
の
構
成
と
見
る
可
能
性
は
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
前
書
に
見
た
）
（（
（

こ
と
で
あ
る
が
、

　

ツ
ク
［
突
］　

大おふ
を魚

よ
し
鮪しび
突つ
く
海あ
人ま
よ
〈
斯
毗
都
久
阿
麻
余
〉
其し
が
離あ
れ
ば
う
ら
恋ごほ
し
け
む
鮪しび
突つ
く
志
毗
〈
志
毗
都

　
　
　

久
志
毗
〉（
記
清
寧
・
一
○　一
一
〇九

）―

ツ
ツ
ク
［
啄
］　

…
…
し
た
だ
み
を
い
拾
ひ
持
ち
来
て 

石
も
ち
つ
つ
き
破
（
や
）ぶ

り
〈
都

　
　
　

追
伎
破
夫
利
〉
…
…
（
萬
三
八
八三九
〇
二○
）

　

フ
ク
［
吹
］　

狭さ
井ゐ
川がは
よ
雲くも
立た
ち
渡わ
た

り
畝うね
火び
山やま
木こ
の
葉は
さ
や
ぎ
ぬ
風かぜ
吹ふ
か
む
と
す
〈
加
是
布
加
牟
登
須
〉（
記
神
武
・

　
　
　

二
○
）―

フ
フ
ク
［
噴
）
（（
（

］　

雨
風かぜ
い
み
じ
く
降
り
ふ
ゝ
く
（
蜻
蛉
日
記
）　

噴
（
略
）
ハ
ク　

フ
ヽ
ク
（
平
平
上
）　

フ
キ
ク
タ
ス　

フ

　
　
　
　

ク
（
平
上
）（
名
義
抄
・
観
仏
中
二
八[

（5
ウ]

）

な
ど
の
よ
う
に
、
一
音
節
語
基
が
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴
っ
た
も
の
と
、
同
じ
一
音
節
語
基
の
重
複
が
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴
っ
た

も
の
と
が
対
応
す
る
例
が
他
に
い
ろ
い
ろ
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
タ
ク
［
手
］―

タ
タ
ク
（
タ
タ
ク
［
叩
］
を
含
む
）　

も
そ
の
対
応
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
、
タ
タ
ク
は
一
音
節
語
基
で
あ
る
タ
［
手
］
の
重
複
が
動
詞
化
接
尾
辞
ク
を
伴
っ
た
も
の
と

と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

今
、
十
分
に
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
意
味
の
「
拡
大
）
（（
（｣

、
な
い
し
、
意
味
が
「
忘
れ
ら
れ
る
」
こ
と
に
対
し
て
、
拡
大
し
た

意
味
の
も
の
と
区
別
す
る
、
な
い
し
、
意
味
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
同
様
の
意
の
要
素
を
上
に
伴
う
場
合
に
、
全
く
同
じ
形

態
の
要
素
を
上
に
伴
う
の
で
は
な
く
、
先
に
ふ
れ
た
テ0

［
手
］
＋
タ0

ス
ケ
［
助
］、
ア
シ
0

0

［
足
］
＋
ア0

ト
［
足
跡
］、
マ0

［
目
］

＋
モ0

ル
［
守
］、
ミ0

［
見
］
＋
マ0

モ
ル
な
ど
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
形
で
形
態
の
異
な
る
要
素
）
（（
（

を
上
に
伴
う
の
が
通
常
で
あ
る



��

か
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
タ
［
手
］
＋
タ
ク
［
手
］
と
と
ら
え
る
よ
り
は
、
タ
［
手
］
の
重
複
が
ク
を
伴
っ
た

も
の
と
と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

タ
タ
カ
フ
［
戦
・
闘
］　

…
…
木こ
の
間ま
も
よ
い
行ゆ
き
目ま
守も
ら
ひ 

戦
た
た
か

へ
ば
〈
多
多
加
閇
婆
〉
我われ
は
や
飢ゑ
ぬ
…
…
（
記
神
武
・

　
　
　

一
四
）　

有　（
二
）一
大
僧　（
一
） 

執　（
レ
）斧
毆　（
レ
）父
〈
毆
太
〻
加
不
〉（
霊
異
記
・
上
五
・
興
福
寺
本
、
国
会
図
書
館
本
は
〈
毆
打也
〉）

タ
タ
カ
フ
［
戦
・
闘
］
は
、 

タ
タ
ク
［
叩
］
が
反
復
・
継
続
を
表
す
フ
を
伴
っ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。『
岩
波
古
語
辞
典
』

は
、 「《
タ
タ
キ
（
叩
）
に
反
復
・
継
続
の
接
尾
語
ヒ
の
つ
い
た
形
。
相
手
を
繰
り
返
し
て
た
た
く
意
。（
略
）》」（
タ
タ
カ
ヒ

［
闘
・
戦
］
の
項
）
と
し
て
い
る
。
タ
タ
ク
［
叩
］
＋
ア
フ
［
合
］
の
約
ま
っ
た
も
の
と
見
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、

右
の
日
本
霊
異
記
の
例
は
、
叩
き
続
け
る
意
と
見
ら
れ
て
、
タ
タ
ク
＋
フ
の
構
成
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ス

マ
フ 

［
住
］｢

天あま
離ざか
る
鄙ひな
に
五いつ
年とせ
住す
ま
ひ
つ
ゝ
〈
周
麻
比
都
〻
〉
都
み
や
こ

の
て
ぶ
り
忘わす
ら
え
に
け
り｣

（
萬
八
八　八
八
四○
）
が
、 

ス
ム

［
住
］｢

他ひと
国くに
は
住す
み
悪あ
し
と
そ
い
ふ
〈
須
美
安
之
等
曽
伊
布
〉
速
す
む
や

け
く
は
や
帰かへ
り
ま
せ
恋こ
ひ
死し
な
ぬ
と
に
」（
萬
三
七
四三七

八七〇
）
＋
フ
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
、
ス
ム
［
住
］
＋
ア
フ
［
合
］
の
約
ま
っ
た
も
の
と
は
と
ら
え
に
く
い
こ
と
と
合
わ
せ
て
見

る
際
に
、
あ
る
場
合
は

＋
フ
、
あ
る
場
合
は

＋
ア
フ
［
合
］
の
約
ま
っ
た
も
の
と
と
ら
え
る
よ
り
、
い
ず
れ
も

＋
フ
と

と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
タ
タ
カ
フ
［
戦
・
闘
］
の
古
事
記
歌
謡
の
例
の
よ
う
に
、 

意
味
の
上
で
タ
タ
ク
［
叩
］

＋
ア
フ
［
合
］
と
と
ら
え
ら
れ
そ
う
な
も
の
は
、
反
復
・
継
続
、
と
り
わ
け
反
復
の
場
合
に
、
そ
の
動
作
の
主
体
が
常
に
一
定

で
あ
る
と
は
見
な
い
こ
と
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
二
○
○
八
・
九
・
二
）
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注（
１
）	

テ
［
道]

・
チ
［
路]

、
接
頭
語
テ
［
方]

・
同
チ
［
方
］
に
つ
い
て
は
、
別
稿

（一）
「
チ
［
路
］
と
ミ
チ
［
道]｣

（『
萬
葉
集
研
究
』
�0	

［
二

〇
〇
九
年
三
月 

塙
書
房
、
予
定
］）
参
照
。

（
２
）	
金
田
一
春
彦
氏

（一）
「
現
代
語
方
言
の
比
較
か
ら
観
た
平
安
朝
ア
ク
セ
ン
ト―

特
に
二
音
節
名
詞
に
就
て―

」（「
方
言
」
７―

６
［
一

　
　

九
三
七
年
七
月
］）・

（二）
「
類
聚
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
声
符
に
就
て
」（『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』［
二
〇
〇
一
年
一
月 

吉
川
弘

　
　

文
館
］ 
第
二
編
二
、
も
と
橋
本
博
士
還
暦
記
念
会
『
国
語
学
論
集
』［
一
九
四
四
年
一
〇
月 

岩
波
書
店
］）・

（三）
「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研

究
が
何
に
役
立
つ
か
」（『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』［
前
掲
］
第
三
編
一
、
も
と
『
金
田
一
博
士

古
稀
記
念
言
語
民
俗
論
叢
』［
一
九
五
三
年
五
月	

　
　

三
省
堂
］）
参
照
。
金
田
一
氏

（三）
に
は
、

　
　
　
　
《
あ
る
語
が
高
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
生
語
・
複
合
語
も
す
べ
て
高
く
始
ま
り
、
あ
る
語
が
低
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
生
語
・

　
　

複
合
語
も
す
べ
て
低
く
始
ま
る
》

　
　

と
あ
る
。

（
�
）	

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿

（二）
「
日
本
霊
異
記
訓
釈
「
波
リ
天
」
考
」（「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
�0
［
一
九
八
八
年
六
月
］）
に

　
　

ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
�
）	

尤
も
、
現
代
語
の
テ
ダ
ス
ケ
［
手
助
］
は
常
に
手
で
行
う
動
作
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
さ
ら
に
意
味
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
�
）	

国
宝
「
仏
足
石
」
に
対
し
て
、
国
宝
「
仏
足
跡
歌
碑
」
で
あ
る
の
で
、「
仏
足
石
歌
」
と
せ
ず
、「
仏
足
跡
歌
」
と
し
た
。

（
�
）	

別
稿

（三）
「
ト
［
門
］
と
ト
［
戸
］
と
ト
［
外
］」（「
京
都
語
文
」
��
［
二
〇
〇
七
年
一
一
月
］）
参
照
。

（
�
）	

［
一
九
六
五
年
五
月 

角
川
書
店
］
第
二
篇
第
二
章
第
二
節

（
�
）	

注
（
６
）
別
稿

（三）
に
、
ト
［
処
］
と
さ
れ
る
例
の
い
つ
く
か
は
ト	
［
門
］
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
を
別

　
　

に
し
て
考
え
る
。

（
�
）	

［
一
九
九
八
年
四
月 

塙
書
房
］
第
三
篇
第
四
章



�0

（
�0
）	

「
文
藝
と
思
想
」（
福
岡
女
子
大
学
）
��
［
一
九
五
九
年
一
一
月
］

（
��
）	

［
一
九
七
二
年
一
月 

角
川
書
店
］

（
��
）	

た
だ
、
前
書
に
は
、
タ
タ
ク
［
叩
］
と
ツ
ツ
ク
［
突
］
と
が
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
タ
タ
ク
「
叩
タ
ヽ
ク
（
平
平
上
）

　
　
　
　
　
　

｣

　

　
　
（
名
義
抄
・
観
仏
中
四
二[

��
ウ]

）、
ツ
ク
「
踵
ツ
ク
巽

（
上
平
）

　
　
　
　
　
　

」（
同
・
図
一
○
九
）
の
よ
う
に
、
タ
タ
ク
と
、
ツ
ク
［
突
］
の
ツ
の
重
複
が

　
　

動
詞
化
接
尾
辞
ク
を
伴
っ
た
も
の
が
ツ
ツ
ク
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
ツ
ク
と
は
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
見
る
の
は
難
し

　
　

い
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

　
　
　

な
お
、
タ
タ
ク
の
語
頭
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
平
声
で
、
タ
［
手
］
の
重
複
が
ク
を
伴
っ
た
と
と
ら
え
る
場
合
に
も
、
タ
［
手
］
＋
タ
ク
［
手
］

と
と
ら
え
る
場
合
に
も
、
タ
［
手
］
と
一
致
し
て
い
る
。

（
��
）	

フ
フ
ク	

［
噴
］	

は
、 
下
る
と
、 

フ
ブ
ク　
［
吹
雪
］　
「Fubuqi,	u,	uita. 

雪
を
伴
っ
て
風
が
吹
く
。」	（
日
葡
辞
書
）	

の
よ
う
に
、 

第
二
音
節
の
清

　
　

濁
も
、
雪
を
伴
う
か
否
か
の
意
味
も
変
化
す
る
。

（
��
）	

土
橋
氏
前
掲
書
は
「
用
法
」
の
「
拡
大
」
と
さ
れ
る
が
、
意
味
の
「
拡
大
」
と
す
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
��
）	

下
る
例
で
あ
る
が
、
近
世
以
降
に
見
え
る
「
湯ゆ
＋
湯た

ん
婆ぽ
」
の
「
湯ゆ
」
と
「
湯た

ん
」
や
、（
下
に
伴
う
も
の
で
あ
る
が
）
同
じ
く
「
豌ゑ

ん
豆ど

う+

豆ま
め

」
の
「
豆と

う
」
と
「
豆ま

め
」
や
、
徳
島
の
名
産
で
あ
る
「
竹た

け
＋
竹ち

く
輪わ
」
の
「
竹た

け
」
と
「
竹ち

く
」
の
よ
う
に
、
音
訓
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

	

（
文
学
研
究
科
教
授
）



��

SUMMARY

The Noun Te and It’s Surrounding Words
HACHIYA	Masato

The	Noun Te	［手］,	which	means hand,	 is	a	Bare	Form	(Roshutsu-
kei ［露出形］）,	and	 the	Noun	Ta	［手］	is	a	Covered	Form	(Hifuku-kei 

［被覆形］).	The	Covered	Form	Ta	is	different	from	the	Prefix	Ta-	［タ-］,	
because	the	Pitch	Accent	of	the	Covered	Form	Ta is	high	(Josho	［上声］)	
and	the	Pitch	Accent	of	Prefix	Ta- is	low	(Hyosho	［平声］).

The	Verb	Toru	［取ル］	means	take.	I	guess	that	To	which	is	a	part
of	 the	Verb	Toru	 is	made	by	changing	the	Vowel	of	 the	Covered	Form
Ta	and	the	Bare	Form	Te．

The	Verb	Taku	［タク］	means	 row a boat,	 handle a horse and 
fix hairs.	We	use	hands	 to	do	 these	actions.	 I	 interpret	 that	Taku	 is	a	
constituted	word,	that	is,	the	Suffix	-ku	［-ク］	is	coupled	with	the	Covered	
Form	Ta.

The	Verb	Tataku ［タタク］	means	knock	etc.,	 and	we	use	hands	
repeatedly	to	do	these	actions．I	 interpret	that	the	Suffix	 -ku	 is	coupled	
with	the	Reduplication	of	the	Covered	Form	Ta．

キーワード： テ［手］、タ［手］、トル［取・執・捕］、タク［手］、タタク




